
 

 

 

大熊町 ２０５０ゼロカーボン宣言 

 

大熊町の現況 

大熊町は、2019年 4月に町内一部の避難指示が解除され、役場もふるさとに拠点を戻した

いま、腰を据えて長期的な復興の道程を描く時期を迎えています。当町が賑わいを取り戻し自

立していくためには、震災前からの町民の帰還はもちろんのこと、新たな町民との協働が必要不

可欠です。そのために、明確なビジョンに基づく先駆的なまちづくりを全国に発信し、それに共感

する人々や企業が集まる好循環を生み出したいと考えています。 

 

世界の背景 

一方で世界に目を向けると、パリ協定の発効や近年増加する異常気象を受けて、気候変動

対策の重要性が大きくクローズアップされ、二酸化炭素の排出を大きく削減し 2050年には実質

ゼロとすること（ゼロカーボン）が世界共通の課題となっています。 

この「ゼロカーボン」を実現するためには、徹底的な省エネや再エネの大量導入、社会インフ

ラの再構築といった大転換が必要不可欠ですが、この大きな流れをリードする企業や地域はＲＥ

100やゼロカーボンシティを目標として掲げ、そのための技術開発や実証事業への投資を呼び

込むという好循環が回りはじめています。 

 

大熊町の方向性 

我々が直面するこうした状況を踏まえ、大熊町は、原発事故を経験した町だからこそ、原発や

化石エネルギーに頼らず、地域の再生可能エネルギーを活用した持続可能なまちづくりに取り

組むことを決意し、大熊町における 2050年までのゼロカーボンへの挑戦を宣言します。 

この挑戦を通じて、将来大熊町が、「原発事故があった町」ではなく「ゼロカーボンタウンの先

進地」として、私たちの子ども・孫たちが誇りをもって語れるまちづくりを目指します。これまで多くの

皆様からいただいた支援があって当町が再生への一歩を踏み出せた感謝を忘れず、世界の持

続可能な社会づくりに貢献していきたいと考えています。 

 

今後の取り組み 

 2050年ゼロカーボンを達成していくために、長期的なビジョンを策定するとともに、以下のような

具体的な施策の検討を始めます。この挑戦はかつてない転換が求められ、実現に向けて課題

は山積していますが、だからこそ既存の枠組みにこだわらず、広くアイデアや技術を募りイノベーシ

ョンの創発を促し、一歩一歩課題解決に取り組んでいきます。 

 

１ 創る 地域資源を活用したエネルギー創出（太陽光、風力等の自然エネルギー） 

２ 巡る 地域内循環システム構築（スマートコミュニティ、再エネ 100%産業拠点、地域新電力等）  

３ 贈る 持続可能な大熊を将来世代へ（ＳＤＧs と教育、社会的起業家支援等） 

 

令和 2年 2月 9日 大熊町長 吉田 淳 


